
 

 

 

 

 

 

下関短期大学は、本学の教育理念「温雅而尚礼節」に共感し、これを体現しようとする人を求めます。 

保育学科は、「しつかりとした知識」と「実践的な保育技術」を身に付け、幼児や保護者に信頼される 

「笑顔の絶えない保育者」として社会に役立つことを志している次のような学生を求めます。 
 

１. 高等学校卒業程度の学力を有する人 

２. 自分の考えを相手にわかりやすく伝えられる人 

３. 保育に関心をもち、保育者になりたいという強い意志をもつ人 

４. 保育の分野で活躍し、社会に貢献したい人 
 

※ 入学までに次のような力を身に付けておきましよう。  

 a 「国語」を中心とした読解力とコミュニケーション力 

 b 家庭科「保育」分野の知識と技能 

 c クラスや部活動等で仲間と共同して課題に取り組む力 

 d ピアノ演奏(入学試験合格者の希望者には入学前から指導します) 

 

 

 

 

保育学科は学則に掲げる「目的及び使命」に基づき、専門的な知識・技能を身に付けた実践力のある 

保育者を育成するため、次のような方針でカリキュラムを編成します。 
 

１. 一般教育科目により、大学生・社会人としての幅広い知識と教養を身に付けます。 

２. 専門教育科目により、保育者として必要な専門的知識を身に付けます。 

３. 保育に関する理論に基づき、現場で役立つ技能や実践力を身に付けます。 

４. 学園内外の施設における事前学習や学外実習などを通じて保育に関する考えを深め、現場に対応 

  できる力を養います。 

５. 「児童文化」「保育実践演習」や大学行事、地域ボランティア活動など、学生の主体的活動を通じて 

お互いの思いを大切にする力を高めます。 

 

 

 

 

保育学科は、所定の科目及び単位を履修修得し下記の素養・能力を身に付けた者に卒業を認定し、 

「短期大学士」の学位を授与します。 
 

１. 社会人としての幅広い教養を身に付けている。 

２. 保育に関する専門的な知識を身に付けている。 

３. 保育に関する専門的な技能を身に付けている。 

４. 状況に応じて正しい判断を行い、多様な人々と協働できる。 

５. 自分と相手の思いを大切にし、地域社会の発展に貢献できる。 

3つのポリシー 

 アドミッション・ポリシー (入学者受入れの方針) 

 カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 ディプロマ・ポリシー (卒業認定・学位授与の方針) 



 

 

 

下関短期大学では、３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー）に基づ

き、学生の学修成果の到達状況を、「大学全体（機関）レベル）」、「学科（教育課程レベル）」、「授業科目レベル」

の３段階で査定する方法を定めています。 

 

 入学段階 在学中 卒業時・卒業後 

 アドミッション・ポリシ－を満たす

かどうかの検証 

カリキュラム・ポリシーに則って学

修が進められているかどうかの

検証 

ディプロマ・ポリシーを満たす人

材になったかどうかの検証 

大学全体（機関）

レベル 

・各種入学試験 

・調査書等の記載内容 

・新入学生アンケート 

・入学前課題の提出・達成度 

・１年次前期の単位修得率と 

GPA 

・カリキュラム・マップ 

・カリキュラム・ツリー 

・単位修得状況（ＧＰＡ） 

・休学率・退学率 

・学生生活アンケート 

・学生表彰 

・学位授与数 

・単位修得状況（ＧＰＡ） 

・卒業率 

・資格取得率 

・進路状況（就職率等） 

・学長表彰 

・卒業時アンケート 

・卒業後アンケート 

・採用事業所アンケート 

学科（教育課程）

レベル 

・各種入学試験 

・調査書等の記載内容 

・面接等 

・入学前教育 

・新入学生アンケート 

 

・定期試験 

・単位修得状況（GPA） 

・進級率・退学率 

・学生による授業評価アンケート 

・準備学習の時間 

・履修カルテ 

・学位授与数 

・単位修得状況（GPA） 

・学修成果把握シート 

・卒業率 

・資格取得率 

・進路状況（就職率等） 

・学長表彰 

授業科目レベル 

 ・成績評価 

・学外実習評価 

・学生による授業評価アンケート 

・教員用授業自己点検アンケート 

（授業の到達目標に対する評価） 

・ティーチング・ポートフォリオ 

 

 

 

アセスメントプラン（学修成果 評価の方針） 


